
ときわこども食堂 
「こども食堂」から、 

ときわ地域の「みんなの居場所」へ 
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2016年4月にスタートした「ときわこども食堂」今期で5年目に突入します。今まで

一心不乱に運営してきた「ときわこども食堂」ですが、年末にお隣の地域、晴明丘

地域の「みんなの食堂」を見学させて頂く機会がありました。 

この4年間、沢山のこども食堂の関係者や、こども食堂を始めたいという方々が

「ときわこども食堂」に見学に来られましたが、私自身が他の食堂を見学に行くの

は初めてでした。 

そこではこどもからお年寄りまでが一緒に食事をし、一緒に遊ぶ活動をしていまし

た。その光景を見て、私の心中「無理やろ～！」が「ひょっとしてできるかも！」に

変化しました。 

◆ 多世代交流拠点としての「こども食堂」 
地域に誰もが参加して、誰もが食事をし娯楽を楽しむことが

できる、そんな場所が例え月に1回でも、たった2時間でもあれ

ば、そこでは色々な交流が生まれ、様々な交流が育まれてい

くに違いありません。 



◆ 常盤地域の“現状” 
公共の居場所を地域のみんなでつくり、育てていく。 

この常盤地域ならどの地域よりも素敵な場所を作っていくこ

とができるでしょう。ですが、常盤地域には現在そのように使

える場所がありません。みんなの居場所を利用したい人も、作

るお手伝いをしたい人もたくさんいるのに、現在は“そのよう

な”「場所」だけがありません。 

   



◆ これからの「ときわこども食堂」 
みんなの居場所が出来れば、この常盤地域に住む、誰かと

話したいお年寄り、子育ての相談をしたいお母さん、仕事で忙

しい親御さんたち、一人でご飯を食べる子どもたち、みんなが

楽しくご飯を食べて楽しい時間を共有できるようになります。 

様々な団体が交流できるみんなの居場所なら、曜日や時

間を柔軟に変えれば、毎日みんなで楽しく食事ができる環境

を作っていくことも可能です。 

 

世代間交流の楽しさ･素晴らしさ 
常盤地域での公共の居場所づくり 
多世代交流型「こども食堂」の開始 
常盤のチャイルド･ケア･センター 

  



◆ 令和1年度 事業報告書 
(2月5日現在) 

開催日数  35日    参加延べ人数  572人 

会費合計  \165,000-    募金合計  \244,188- 

保険費  \44,050-    食料費  \295,686- 

 
《特別行事》 

2019.4.11  お花見  この日はお弁当を持って阿倍野ベルタ裏の広

場でお花見をしました。 

2019.7.04  七夕祭り  皆で短冊を書いて笹に飾り、お願い事をして

七夕スペシャルメニューを食べました。 

2019.7.31  田んぼ体験  不登校の中学生を連れて田んぼのお仕事体

験に行ってきました。 

2019.8.19  カヌー体験  課外食堂として、吉野川へカヌー体験に行っ

て来ました。 

2019.10.31  ハロウィン  皆で飾り付けをして各々の仮装をし、ハロウィ

ンスペシャルメニューを食べました。 

2019.12.19  クリスマス  みんなで飾り付けをしてビンゴ大会でプレゼン

トをもらい、クリスマススペシャルメニューを食

べました。 

2020.1.30  節分  みんなで恵方巻をまるかぶりしました。 

   



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

コロナ禍でのこども食堂の再開 

◆ “３密”を避けられない中での活動の再開 
活動としての安全面、安全確保へのコスト、スタッフのストレ

ス。 

◆ “飲食店舗”間借りでの活動の再開 
現況、飲食店での間借り開催における、お子様の安全性。こ



ども食堂終了後の店舗衛生面に対するケアと、消毒等にかか

るタイムロス等、営業開始までにかかる労力に憂慮がありま

す。 

◆ 赤字経営中、給付金受給しながらの福祉活動 
間借り店舗の営業時間を割いての活動、経営状態回復が見

込め無いままの活動再開、今後のお店を応援してくれている

お客様の気持ちに寄り添っていきたい。 

学校も再開され、今後は活動を自粛することが困難な状況になっていく中、どの

ような活動をどのように活動していくかが大切になってまいります。 

学校で行なわれていた預かり事業である学童さんは休まず活動を続けていま

す。また、介護事業も休むことなく続けています。 

このような必要最低限の活動を、どの様な状態でも最善を尽くし継続していけるよ

うな事業として、地域も主体的に取り組んでいく良い機会ではないでしょうか。 

 

【コロナ禍でのこども食堂再開の難しさ】 
ときわこども食堂は、現在までの4年間に渡り、飲食店での営



業時間の合間を縫って活動してまいりました。そして今回の新型

コロナ感染症の緊急事態宣言後に、こども食堂も休止せざるを

得なくなりました。 

そして緊急事態宣言が解除され、再開に向けて準備を進める

中で「児童の安全面」「お店の衛生面」「お店の経営状態悪化」が

理由で、こども食堂の再開が大変困難な状況になっています。 

そこで、地域の方々のお力をお借りして再開に向けて思案で

きればと思い本書を作成いたしお願いしたく存じます。 

 

日々のときわこども食堂の活動 
16:00  放課後「たこつぼ」に帰宅みんなで宿題をする。 
16:40  みんなで公園に行って遊ぶ 
17:30  みんなでワイワイ食事 
18:30  それぞれで帰宅、低学年はお迎えに来てもらう。 

みんながおうちに帰ってからの時間を有効に使って頂けるきっ

かけになればと思い活動しております。 



 
 

 


